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メータオメータオメータオメータオ・・・・クリニッククリニッククリニッククリニック支援支援支援支援のののの会会会会（ＪＡＭ）（ＪＡＭ）（ＪＡＭ）（ＪＡＭ）    

会報会報会報会報メールメールメールメール    第第第第 12121212 号号号号    〔〔〔〔2009200920092009 年年年年 9999 月号月号月号月号〕〕〕〕    

 

 

メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援していただき、誠にありがとうございます。 

JAM 会報メール第 12 号をお送りします。 

 

JAM は 2008 年 3月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を毎月中旬ごろ、会報メールにて発信いたします。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

＜＜＜＜目次目次目次目次＞＞＞＞            〔〔〔〔ページページページページ〕〕〕〕    

    

メソト・マンスリー 今月のメソトの様子をお知らせします。〔２〕 

 

・ 交流と理解の輪を広げる（田辺文） 

 

・ きょうのゆめ（田辺文） 

 

 

国内から  

 

・ ビルマと国境とパンデミック （岡谷賢孝）  〔３〕 

 

・ 紙飛行機に何を思う   （梶 藍子）    〔５〕 

 

・ ツアー参加者感想レポート第 2 弾 

（齋藤順子さま、Rachel M. Amiya さま、上野佳菜さま、古林安希子さま）〔６〕 

 

 

編集後記  〔１３〕 

 

 

次号の予定 〔１３〕 
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メソト・マンスリー 

 
今月のメータオ・クリニックの様子をお届けします。 

【メソト（タイ北西部）＝田辺文】 

    

交流交流交流交流とととと理解理解理解理解のののの輪輪輪輪をををを広広広広げるげるげるげる    

 

タイ・ビルマ/ミャンマー国境、メソト市

内の公立サパウィタヤコム高校の仏教学課

外授業として、高校生 18 名がメータオ・ク

リニックを訪れ、消毒用ガーゼの用意などを

体験しました。 

同高校では地域学習および福祉学習の一

環として、メソト総合病院、老人ホームなど

で体験学習を行ってきましたが、今回メータ

オ・クリニックを実習先として指定しました。 

メータオ・クリニックはタイから正式に認

められた医療施設ではありませんが、メソト

市の人口の半分以上を占めるといわれるビ

ルマ人移民の医療を大きく担っています。 

同高校では、第二外国語としてビルマ語を

選択授業に取り入れ、国境周辺の移民学校に

タイ語教師を派遣するなど、融和政策を持っ

て移民問題に積極的に関わっています。公立

学校といってもカリキュラムは自由度が高

く、同高校の職員のビルマ人移民に対する理

解の高さが今回の実習に結びつきました。今

後他校にも広がっていくかは未定です。 

 

タイ市民からは「国のない人」と呼ばれる

ビルマ人移民。不法労働という表に出にくい

環境なだけに、雇用者対非雇用者のトラブル

など争いは尽きません。しかし、排除、管理

という段階を明らかに超えてしまっている

メソトの移民問題。教育の段階から共存の道

を模索するという試みは、その未来的解決策

かもしれません。 

 

 
 

(写真：ガーゼの折り方をメータオ職員からから教わる地元の高校生) 

 

 

 

きょうのゆめきょうのゆめきょうのゆめきょうのゆめ 
 

今月は、コー・ター君 １２歳 の登場です。 
 

ビルマ、国境から車で 4時間の村出身。 

両親は亡くなりおばあさんと 4人の兄妹と暮らしていました。 

おばあさんの足が壊疽になったのでメータオ・クリニックに入院となり、

おばあさんに付き添って 1ヶ月半前からクリニック内で生活しています。

小学校はその間、お休みしています。 



JAM会報 第 12号 

2009年 9月発行 

 

 3

将来の夢は機械の修理屋さんになること。おばあさんがよくなって早く帰れたらいいけど、

ここの生活も結構楽しい。 

他の患者さんの移動やお掃除も手伝ってくれる、とても優しい男の子です。 

 

 

★★★★★★★★    日日日日々、々、々、々、更新中更新中更新中更新中！！！！    ★★★★★★★★        ぜひぜひぜひぜひ、、、、ごごごご覧覧覧覧くださいくださいくださいください。。。。    
    
 
Borderless Border’sBorderless Border’sBorderless Border’sBorderless Border’s    ((((田辺文田辺文田辺文田辺文ののののブログブログブログブログ)))) http://www.japanmaetao.org/blog/borderless/ 
    
メータオメータオメータオメータオ・・・・クリクリクリクリニックニックニックニック支援支援支援支援のののの会会会会ホームページホームページホームページホームページににににアクセスアクセスアクセスアクセス ⇒ 

 活動・レポート・ＰＲ方法 ⇒ 「現地からのレポート」Borderless Border’s 
    
    
    
    
    
  
 
 
 

国内のニュース 

    

ビルマビルマビルマビルマとととと国境国境国境国境ととととパンデミックパンデミックパンデミックパンデミック                【東京＝岡谷賢孝】 

 
既にお伝えしているように、タイ国境でも新型インフルエンザ感染が注目されている。日

本でもニュースで見聞きしない日はない。最近の映画を通して、ビルマと国境とパンデミッ

クを考えたい。    

 

（（（（1））））    感染感染感染感染～～～～    君君君君はははは何何何何をををを信信信信じるじるじるじる？？？？    科学科学科学科学？？？？宗教宗教宗教宗教？？？？    それともそれともそれともそれとも““““ともだちともだちともだちともだち””””？？？？    

レンタルビデオ屋に行くと、洋の東西を問わず、「感染モノ・ブーム」を感じることができ

る。ウイルス/感染症は、目には見えないからこそ、人々の意識に恐怖を植え付ける。 

「爆発感染レベル 5」の原題は PANDEMIC。2006年当時なら、一般には「爆発感染」と訳さな

ければ伝わらなかっただろうが、今ならきっと「パンデミック」とした方がイメージがわく。

[1] 「感染列島」はタイトルからして衝撃なのだが、一般の人々にもパンデミックという言

葉を広く知らしめた。[2] 世界征服のため、ウイルスを散布し、人類を恐怖に陥れるのが「20

世紀少年」だ。[3] 

 

（（（（2））））    ビルマビルマビルマビルマ    

アメリカ人女性医師がビルマ人とともに「ラングーンを越えて」難民キャンプを目指すシ

ーンから、1988 年にビルマで何が起こったかよく伝わる。[4] 

「ランボー」は最終作となる本作でも突っ込みどころが満載。ミャンマー軍事政権に拉致さ

れた援助団体の一人の女性を助けるために、結局ミャンマー軍をひとり残らず殺して帰って

くる点などがそれ。[5]ミャンマー国内では上映禁止になり、しかし国境付近のビルマ人は拍
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手喝采でコピーDVDを見ていた。 

現在のビルマ国内の様子は、「ビルマ、パゴダの影で」に詳しい。親を殺された子どもの証

言をたんたんと引き出すシーンには胸を締め付けられる。[6] 監督は、わざわざ観光用の

PR映像撮影と偽って国内各地に潜入して取材したそうだ。 

同様に、監督の執念を感じるのが、「花と兵隊」である。戦後、日本へ帰還しなかった兵隊

に取材を繰り返した渾身のドキュメンタリー。なぜ、彼らは戦後、日本へ戻らなかったのか？ 

花と兵隊にどう関係があるのか？ さわやかな、と言えば語弊があるかもしれないが、戦争

映画に特有の好戦的なシーンは皆無で、戦争を知らない私たちの世代がいま見て学ぶべき作

品。[7] 

 

（（（（3））））    国境国境国境国境    

「BEYOND BORDERSすべては愛のために」は慈善活動家としてのアンジェリーナ・ジョリー

の生き方に影響を与えたとも聞く。国境を越えて、エチオピアやカンボジアの難民キャンプ、

チェチェン紛争地帯を飛び回る。見終わると、なぜ邦題が「すべては愛のために」なのか分

かるようになっている。[8] 

国境と言っても、「Bordertown 報道されない殺人者」の舞台となるのは、アメリカとメキ

シコの国境の町。そこで起こる、連続女性殺人事件に隠された真実が明るみに出る。グレゴ

リー・ナバ監督は、日本のメディアの取材に応えてこう述べている。 

 

「国境はアメリカとメキシコがぶつかる場所なんだ。第一世界と第三世界が接する世界で唯

一の場所だ。変化に富んだ場所で容易に対立が起こる。多種多様の大きな物語を抱えた地域

だと思う。」 

「国境では多くのことが起こっている。アメリカとメキシコの両方の文化が変容を遂げてい

る場所だ。大きな対立と大きな変容の震源地となる場所だよ。アメリカ全体ひいては世界に

影響を与えるだろう。」 

 

彼の言っていることは、「アメリカとメキシコ」を、「タイとミャンマー」に置き換えても

成り立ちそうだ。[9] [10] 

国境に注目するのは、援助関係者ばかりではない。広告代理店が発行した『生活新聞 No.390』

は、3つの「国境力」として、「雑種強勢エネルギー」、「生活貿易エネルギー」、「境目観光エ

ネルギー」を挙げ、またこう結んでいる。 

 

「国境はメディアとしても価値がある。クチコミも国境発がおもしろい。」 

 

国境は衝突だけの場所ではない。文化や情報の往来も。国境という観点から、世界を見る

と、これまで見えなかった、あるいは見ようとしてこなかったものが嫌でも見えてくる。タ

イ・ビルマ国境に限らず、こうした「国境」という視点で捉えていくことが大切なのではな

いか。[11] [12] 

 

 

＜本文で紹介した映画、書籍＞ 

[1]爆発感染レベル 5（2006，アメリカ） 

[2]感染列島（2008，日本） 

[3]20世紀少年（2008～2009，日本） 

[4]ラングーンを越えて（1995年，アメリカ） 

[5]ランボー4 最後の戦場（2008、アメリカ） 

[6]ビルマ、パゴダの影で（2008，日本） 

[7]花と兵隊（2009，日本） 
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[8]BEYOND BORDERSすべては愛のために（2003，アメリカ） 

[9]Bordertown報道されない殺人者（2006，アメリカ） 

[10]『不法越境を試みる人々 米国・メキシコ国境地帯の生と死』，パーソナルケア，2006 
[11]『生活新聞 No.389』，博報堂生活総合研究所（2003） 

[12]『生活新聞No.390』，博報堂生活総合研究所（2003） 

 

※ 本文はあくまで筆者個人の見解を示したもので、メータオ・クリニック支援の会の見解とは

異なるものです。また、本文中で紹介した作品と支援の会は一切関係ありません。 

 

 

 

紙飛行機紙飛行機紙飛行機紙飛行機にににに何何何何をををを思思思思うううう 【東京＝梶 藍子】        

 
９月１９日、２０日千葉市の幕張メッセにて

紙飛行機の滞空時間を競う「全日本折り紙ヒコ

ーキ大会」が開催されました。本大会にタイ・

チェンマイから出場したモン・トンジー君（１

２）。彼の紙飛行機にはミャンマー／ビルマの

人々の夢がたくされています。 
 
モン君は北部タイのチェンマイの小学校で

勉強する小学生です。モン君の両親はミャンマ

ーの少数民族シャン族で、モン君が生まれる前

にタイに逃れてきました。両親は移民労働者と

して一時的な労働許可を持つものの、モン君は

無国籍とされています。 
 
９月３日タイ政府は紙飛行機の滞空時間を

競う大会のタイ予選で優勝しながら「無国籍」

のためパスポートが発給されず、日本で開かれ

る大会出場が危ぶまれていたモン君に、特別措

置で臨時パスポートの発給を決めました。 

「日本での大会に出たい」と涙ながらに訴え

たモン君にタイ国内の世論が沸騰。現タイ首相

であるアシピット首相の政治判断で日本行き

が実現することになりました。 
 
メータオ・クリニック周辺のみならず、タイ

全体にはミャンマー／ビルマからの移民労働

者が数十万人に上ります。アピシット首相は

「モン君の問題は（外国人労働者が直面してい

る困難の）象徴的な例だ。政府は無国籍の問題

を検討し、外国人労働者の医療の充実などにも

取り組む」と語りました。 
 
なお、大会でモン君率いるチームは団体戦で

優勝し、モン君自身は小学生の部個人で３位入

賞という功績をあげました。ミャンマー／ビル

マの人々の思いがモン君の紙飛行機に乗って、

新たな歴史の１ページを開くことができれば

と思います。 
  

＊参考：２００９年９月４日毎日新聞朝刊 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

左写真：ミャンマー／ビルマ移民自治学校で勉強する 
ミャンマー／ビルマの子どもたち。 

 
メータオ・クリニック周辺では約８千人にも及ぶ子どもたちが

移民自治学校で勉強しています。 
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スタディツアースタディツアースタディツアースタディツアー参加者感想参加者感想参加者感想参加者感想レポートレポートレポートレポート第第第第 2222弾弾弾弾 
 

 

７月のスタディツアーに参加された方の中から、４名の感想をご紹介します。 

 

 

 

【【【【東京東京東京東京＝＝＝＝齋藤順子齋藤順子齋藤順子齋藤順子さまさまさまさま】】】】    
 

今回、ご縁があり、JAM第 2回スタディツアーに参加させていただいた。多くの素敵な出会い

や経験がある中で、強く感じたことは以下の 2つである。 

 

 

 現場現場現場現場をををを訪訪訪訪れれれれ、、、、五感五感五感五感でででで感感感感じることのじることのじることのじることの大切大切大切大切ささささ 

正直に言うと、スタディツアーは多くの限界があると思っていた。たかだか 1 週間前後の

訪問と見学で、得られるものは少ないのではないだろうか、と。私自身は、学校保健プロジ

ェクトの現場を見たいという理由で参加したのだが、今回の訪問先であるクリニックや学校

は、事前資料や写真等でイメージをつかんでおり、イメージ通りなんだろうな、と思ってい

た。そして、いざタイに到着。空港に降り立った途端、何とも言えないアジアの匂いと騒音！？

が、私に襲い掛かり、異国に来たことを実感した。メソトの国境では、ミャンマーから大き

なタイヤチューブに一家が乗り、川を渡って、不法にタイに入国していた。国境特有の治安

の悪そうな匂いと、銃を持つタイ警察の監視が、穏やかな時間の中にも緊張感を加えていた。

移民学校 HOPE SCHOOL を訪れると、まず道路に面せず奥まったところにポツリと立つ

その立地に驚き、そして子供と同じようにござに正座して黒板を眺めてみると、教室の暗さ

と、隣の他学年の授業の声の大きさに驚く。そして、私が隣にいることを意識して得意げに

教科書を音読してみせる子供。私が褒めるポーズをすると、照れ笑い。子供たちは世界共通

だ。ツアーの 5 日間、見る、聞く、におう、味わう、触れる、そして感じる。これらの全て

を通して得られたものが、私の体に吸い込まれていった。現場を訪れ、感じるとことで私の

体全体に染みていくものは、日本でイメージしていたそれとは全く異なるものだった。そし

て、これらの記憶が月日の流れとともに薄くなっていったとしても、体に残ったものは、未

来の私に再発見されたり、未来の私の体験とリンクしたりするのだろうと思う。 

例えば、クリニックで素敵な笑顔を向けてくれた母親とひとみしり顔の子供、そして二人

をとりまく穏やかな時間。移民たちの日常を、一品、一品、ゆっくりと時間をかけて描き上

げるとても謙虚なビルマ人画家。学校保健ワークショップで、優秀校と表彰され満面の笑顔

で記念写真を何度も撮る子供たちと先生。彼らは皆、避難して生きる選択をせざるを得なか

った人々。これらの人々の表情や空気は、今も私の中にしっかりと残っている。私がこれか

ら、国際協力の在り方について考えるとき、彼らのことがふと頭に浮かんでくるのであろう。

現場を訪れることの大切さは広く言われているが、今回改めて、その意味を体験を通して強

く感じた。 

 

 

 援助援助援助援助をををを必要必要必要必要としているとしているとしているとしている人人人人々々々々自身自身自身自身がががが立立立立ちちちち上上上上がることのがることのがることのがることの強強強強ささささ 

本ツアーで、メータオクリニック創始者であるシンシア医師、カレン女性会のスタッフ、

またミャンマーの政治犯を支援する会、AAPP のスタッフから直接話を聞くという貴重な機

会があった。彼らは皆、援助を必要とする人々である。しかし、彼らは、自分たち自身で組

織を立ち上げ、自分たち自身で支えあうシステムを作った。３者共に、非常に穏やかな表情

ながらも、ちょっとのことではひるまない強さ、また貫かれた強い意志、そして同時にあわ
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せもつ謙虚さを感じた。 

私の想像を超える多くの苦難を経験したであろうに、必ずしもすぐに明るくなるとは限ら

ない未来を信じ、とても前向きであった。出所後６年かけて普通の生活を送れるようになっ

たという AAPPのスタッフが、どうしてもやり場のない気持ちの高ぶりを感じるときは、ク

ラシックを聴いて心をしずめている、と話していたのが印象的であった。現実を知り尽くし

ている彼ら自身が行う活動は、確固たる動機があるし強い意志がある。だから、ぶれないし、

自然と発展していくのだろうと思う。そして、世界の多くの人々から共感を得、多くの寄付

が集まるのであろう。持続可能性という観点から見れば、寄付だけで成り立つ援助は、完全

ではないかもしれない。しかし、今、目の前で援助を必要としている人がいる状況において

は、それでも行うべきことがあるのだ、ということも学んだ。 

  

 
 本ツアーでは、本当に多くの貴重な経験をさせていただいた。参加して感じたこと全てが、私

の今後につながっていくのだろうと思う。 

 最後に、このスタディツアーの企画を始め、皆が楽しく気持ちよく過ごせるよう、気配りをし

ていただいた、岡谷さん、田辺さん、秋山さん、そして本ツアーを、ただの見学で終わらず何か

しらの学びを得られるよう常に配慮・助言していただいていた JAM 代表の小林先生に、心から

感謝申し上げます。 

 
 

 

 

 

 

【【【【東京東京東京東京＝＝＝＝Rachel M. AmiyaRachel M. AmiyaRachel M. AmiyaRachel M. Amiya さまさまさまさま】】】】    

(和訳は、ＪＡＭの岡谷賢孝が翻訳させていただきました。 
多少のニュアンスの違いはご容赦ください。） 

 

 

Arrival in Bangkok – Initial Impressions 

  Upon landing in Bangkok, my senses were somewhat clouded by intense exhaustion and a 

vague sense of anxiety. This was my first time to visit a developing country, and I could not 

help but be affected by the countless worried warnings from my parents and in-laws in the 

days leading up to the trip. On the taxi ride to the hotel, I eagerly drank in the unfamiliar 

shapes and colors and sounds of the city. Perhaps what struck me most at first sight was the 

sheer number of stray dogs roaming the streets, along with the vibrant colors of the city. 

 
バンコクバンコクバンコクバンコク到着到着到着到着––––    第一印象第一印象第一印象第一印象    

   バンコクに着くとすぐに、疲れ切っていたことと漠然とした不安のせいで私の感覚はいくぶん

不透明だった。途上国を訪れるのはこれが初めてで、旅に至るまでの日々に自分の親と義理の両

親から受けた数多くの注意に影響されずにはいられなかった。ホテルまでのタクシー乗車では、

なじみのないその色と形、そして都市の騒音にしきりに包まれた。おそらく最初の時点でいちば

ん私を虜にしたのは、まちの鮮やかな色に沿って、通りを歩きまわっている野良犬があまりにも

多いことだった。 

 

 

 

Walk along the Thai-Burma Border 

 The heavily armed guard intimidated me greatly at first. I was quite surprised, then, to see 

him looking utterly unphased as he watched inner tube-loads of people coming in across the 
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border illegally, aided by the unusually high waters of the river. The sight shed a very 

interesting light on the ambivalent nature of the relationship between the two countries for 

me.  

 When we returned to our bus after visiting the market, I was deeply affected by our 

interaction with the barefoot children standing outside in the rain, begging emphatically for 

money. I felt a certain sense of guilt, of course, sitting inside our rather luxurious vehicle, 

waving through the glass while they begged desperately for our charity and attention. At the 

same time, however, I was touched by the strong sense of community I observed in their 

reaction upon receiving a few coins – it was celebrated not as a victory for the receiving 

individual but for the group as a whole. I was also very intrigued by the reaction of my 

classmate, who insisted that it was a disservice to the children to respond to their begging, as 

it merely served to reinforce the negative truancy behavior. 

 
タイタイタイタイ・・・・ビルマビルマビルマビルマ国境沿国境沿国境沿国境沿いにいにいにいに歩歩歩歩くくくく 

  重武装の守衛がまず最初に私をびくつかせた。すっかり驚いてしまい、彼を見てひるんでしま

った。彼は、普段と違い川の水量が多いことをねらって国境を非合法的に渡ってくるゴムボート

の人々を監視していた。その光景は私には、二国関係の矛盾を孕んだ性質に関して光明を照らす

ものだった。 

  マーケット散策を終えてバスに戻ってきたら、裸足の子どもたちが雨中に立ってお金をもらお

うと恵みを乞うていた姿に深く考えさせられた。彼らが私たちの善意と注意を引こうと必死に乞

うている一方で、私たちは豪華な車内に座っているのだから、もちろん、ある種の罪悪感を覚え

た。しかし、それと同時に、わずかな硬貨を受け取った直後の彼らの反応に強い一体感も感じた。

それは個人が受け取った勝利としてではなく、子どもグループ全体の勝利のように喜ばれていた。

物乞いに反応していては、かえって彼らのネガティブな行動を助長させかねないから、子どもに

対してかえって悪いという、クラスメートの反応にも興味を持った。 

 

 

 

 

Mae Tao Clinic Tour 

  I remember being asked after touring the ground of the clinic how the reality compared 

with my expectations. This was very difficult for me to answer, simply because I really had 

not developed any sort of vision of how I imagined the clinic would look or feel. Of course, it 

was worlds different from the sterile white facilities to which I am accustomed. Naturally, I 

was somewhat overwhelmed by the unfamiliar sights and sounds and smells to which I was 

exposed. But more than anything, I couldn’t help but feel somehow like an unentitled 

trespasser in the life of this community.  Actually, this same feeling followed me on many of 

our school visits – a sense that I was being presumptuous by just stepping momentarily into 

these worlds just to catch a glimpse of a life so far removed from my own, motivated in the 

end largely by curiosity.  

  Upon further consideration, though, I do think that there is value in witnessing these 

settings as an outsider. Indeed, perhaps this may be regarded as a duty of mine, as someone in 

the field of international public health, to acquaint myself as intimately as possible with as 

wide a spectrum of living conditions and approaches across the globe as I can.  In the end, I 

do believe that I will carry, to hopefully useful ends, the images and experiences of this trip 

with me as I continue my studies in international health.  

 

メータオメータオメータオメータオ・・・・クリニッククリニッククリニッククリニックへのへのへのへのツアーツアーツアーツアー 

  クリニックのグランドを歩いた後で、自分の考えていたものと現実を見比べてどうかと尋ねら
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れたのを覚えている。これは大変答えづらいものだったが、その理由は単に、私にクリニックが

どう見えるか感じるかを想像するほどのビジョンを持てていなかったからだ。もちろん、私の慣

れた、活力のない、白い、あの施設とはとは異なる世界だったが。当然ながら、なじみのない光

景、音、においに晒されて私はいくぶん圧倒されていた。しかし何にもまして、この地域の生活

に入る資格のない侵入者であるかのように感じずにはいられなかったのだ。実際に、この感情が

学校訪問の際にもつきまとった。 私自身の生活とははるかに離れた生活というものを垣間見て、

結局は多くの部分で好奇心を動機に、ただ束の間、こうした世界に分け入って思い上がったこと

をしている、という感情だ。 

 けれども、さらに考えると、こうした舞台に外部者として立ち会うことには価値があると確かに

思う。なるほど、おそらくこれは、国際保健の分野に身を置く私の責務として受け止めているか

らなのかもしれない。 

 

 

 

 

Karen Women’s Organization Visit 

 I was deeply impressed by the woman with whom we spoke at this organization. The passion 

and pride with which she talked about their activities was truly inspirational. The organization 

of the offices and the strong motivational messages written with impeccable English grammar 

and neatness on the many signs adorning the walls were also very impressive. It is so 

encouraging to see such strong, empowered women rising out of such adversity.  

 

カレンカレンカレンカレン女性会女性会女性会女性会へのへのへのへの訪問訪問訪問訪問  

  この組織で私たちがお話しした女性に深く感銘を受けた。彼女の語る活動とともにあるその情

熱と誇りたるやまさに感動的であった。組織のオフィス、非の打ちどころのない英文法で書かれ

た強くモチベーションを高めるメッセージ、壁に装飾しこぎれいになっている感じも印象に残っ

ている。このような逆境から立ち上がる強い、エンパワーされた女性に会えてとても勇気づけら

れる。  

 

 

 

 

Discussion with Dr. Cynthia 

  It was a great honor to meet with Dr. Cynthia, and I appreciated her soft, matter-of-fact 

manner of answering our questions. In particular, I found her response to my question 

regarding her future vision of the clinic to be enlightening. She explained that the end goal 

was to reopen the clinic in Myanmar. This made perfect sense but somehow had not even 

occurred to me. Her comments really helped in pushing me to step back and consider the 

broader political context in which all of this is taking place.  

 

シンシアシンシアシンシアシンシア医師医師医師医師とのとのとのとのディスカッションディスカッションディスカッションディスカッション 

  シンシア医師にお会いできたことは非常に光栄なことだった。私は彼女の穏やかな、事実に即

して問いに答える様式に感謝している。特に、クリニック拡大への将来のビジョンに関する私の

質問への返答に気付いた。彼女は最終的な目標はクリニックをミャンマーで再開することだと説

明した。これはまったく理解できることなのだが、私には思われさえしなかった。彼女のコメン

トのおかげで、私は事態が起こっている広範な政治的文脈を改めて考慮するようになった。 
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School Tours – Sky Blue School, Hope School 

 In the end, what will probably stick with me most in looking back upon my experiences in 

Mae Sot are the personal connections I felt with people I met along the way. It was these 

simple human interactions, often wordless but now less powerful, that made me feel most 

profoundly how similar we all are at the most fundamental levels and yet how wide the gulfs 

are that separate us in terms of basic living standards and the scope of available opportunities.  

 At the Sky Blue School, I spoke at length with the sole English-speaking teacher on site. I 

could sense that he felt a very strong sense of responsibility to be a good host and to respond 

to any questions we might hav. He eagerly showed me a poster showing different animals and 

the English words for them, asking for the correct pronunciation of several. I sincerely 

admired his enthusiasm and the hunger for knowledge and new ideas that I saw in him.   

  As we drove up to the Hope School, my first thought was of the remote feeling of the 

setting, nestled in what felt like a small jungle. I felt extremely awkward at first, not knowing 

quite what do with myself as the teachers enthusiastically performed their lessons 

accompanied by the eager shouted replies of their students. Once again I felt that 

uncomfortable sensation of being an intruder. But once I sat down on the floor and started 

drawing with the kids, I started to relax. A defining moment for me on that occasion was 

when the children surrounding me started to copy onto their own papers the cartoonish 

drawings I had made for them. Their favorite was the elephant.  

  At the Hope School, one boy in particular turned around and beamed at me proudly every 

time he finished drawing one of the cartoons I had taught him.  He was working so 

meticulously to complete these drawings, yet his efforts were significantly hampered by the 

crying sibling that clung to him. Though clearly frustrated by this distraction, I was so 

touched by the way he carefully plucked a handkerchief from his knapsack to wipe away the 

streaming tears and snot from the younger sibling’s face. From my limited perspective, this 

seemed a rather great sacrifice for a young child to make, and I wondered what other 

hardships detracted from his chances at a carefree childhood. And yet he took on this rather 

mature caretaking role without complaint. It was only a small, seemingly insignificant gesture, 

yet I was touched and determined that I should strive to draw my own lessons from such 

impressions.  
 

学校学校学校学校へのへのへのへのツアーツアーツアーツアー– スカイブルースカイブルースカイブルースカイブルー・・・・スクールスクールスクールスクール、、、、ホープホープホープホープ・・・・スクールスクールスクールスクール 

  最後に、私の経験を振り返りメソトでいちばん心に残っているのが、道中で出会った人々との

個人のつながりである。これらの単純な人の相互交流だった。しばしば言葉も交わさなかったが、

それでいて力強いものだった。私たちは皆、もっとも根源的なレベルにおいてはなんと似通って

いることか。しかし、基本的な生活水準と入手可能な機会の点からみると、私たちを分かつ溝は

何と大きいことか。  

  スカイブルー・スクールで、一人の現場の英会話の先生と話をした。ホスト役として、そして

私たちが抱くであろうどんな質問にも返答してくれて、彼が非常に強い責任感を持っていること

を感じられた。彼は私に子どもたちのための動物と英単語のポスターをしきりに見せてくれた。

正しい発音を問うものだ。彼の熱意と知識への飢え、そして新たなアイデアを心から称賛した。 

 ホープ・スクールまで行くとき、私が最初に思ったのは、遠いなということ、小さなジャングル

のようだなということだ。最初は怖いと思った、教師が熱心に授業を展開し、それに生徒たちが

大声で返事をしているときに、自分が何をすべきか全く分からなかったので。もう一度断ってお

くが、侵入者のような居心地の悪さを感じた。しかし、いったん床に座って子どもたちとお絵か

きを始めると、リラックスし始めた。その場での私にとっての決定的な瞬間は、子どもたちが私

を取り囲んで、私が彼らのために作った漫画を自分の紙に写し始めたときである。彼らが大好き

なのは象だった。 

 ホープ・スクールで、一人の男の子が特に、私が教えた漫画の一つを書き終えるごとに、振り返
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って私に誇らしげに視線を投げかけてきた。彼はとても慎重に絵を完成させたのだが、彼のがん

ばりはしがみついて泣く兄弟にすっかり邪魔されてしまった。明らかにこのせいでストレスを感

じていたけれども、私は彼がナップサックからハンカチを取り出し、小さな泣き虫の顔から涙と

鼻水を拭いてあげる姿に胸打たれた。私の限られた見解からすると、これは幼い子どもにとって

大いなる犠牲であるように思えた。他にどんな苦難が屈託のない幼少時代の彼の機会を損なうの

だろうかと思った。しかし彼は文句一つ言わずにしっかりと子どもの世話をしていた。それは小

さな、思うに取るに足りない行動にすぎないが、私は胸打たれた。そして私はそうした印象から

私自身の教訓を導き出そうと努力することに決めた。  
 
 

 

 

 

【【【【東京東京東京東京＝＝＝＝上野佳菜上野佳菜上野佳菜上野佳菜さまさまさまさま】】】】    
 

 メータオクリニック、移民学校等、すでに JAMが深い関係を築いた場所を訪れることができ、

観光では経験できない、現地の生活に一歩踏み込んだ現場を見て、多くのことを感じることがで

きました。 

 一番印象深かったのは、ゴミの山に生活する子供です。どこの学校に行っても、子供は元気で、

よく笑ってかわいいなぁとしか思っていませんでした。しかし、彼らが「タータ！」と手を振り

ながら帰っていく先が、ゴミの山だったことは、衝撃でした。JAMによって学校が建てられ、教

育を受けることができ、以前よりは改善されたと思われる彼らの暮らしですが、どのような健康

状態でゴミの山に生活しているのかと考えると、ゾっとしてしまうほかに、様々な疑問が浮かん

できました。ゴミの山に生活する以上にひどいミャンマーでの彼らの生活はどういうものだった

のか、実はゴミの山に暮らしていて幸せなのではないか、先進国の人は彼らの生活にどこまで手

を加えたらよいのか等です。このような経験を、日本の生活の中でも心に留め、何度も振り返っ

て考えたいと思います。 

 いつも楽しませてくれた岡谷さん、可愛らしい女性なのに現地でたくましく活躍する田辺さん、

JAMの皆さん、色々な意見を共有し、励ましてくださって、どうもありがとうございました！！ 
 
 
 

 

 

【【【【東京東京東京東京＝＝＝＝古林安希子古林安希子古林安希子古林安希子ささささまままま】】】】    
 

2009 年 7 月 18 日。私は初めてタイの地を訪れた。また、NGO のスタディツアーに参加する

のも初めてであった。 

 
初日はバンコクに宿泊し、ツアー2日目には目的地のMaesotに向かって出発。8時間という長

い時間だったが、チャーターした車でとても快適に、参加者同士で談笑しながらの楽しい移動で

あった。ツアー中に現地で長年に渡って活動をしている方々からお話を伺うことができたのはも

ちろん貴重な機会だったが、ツアーが終わった今思うのは、他のツアー参加者の皆さんとの交流

ができたこともこのツアーの大きな魅力であった、ということだ。スタッフの皆さんを合わせて

10数名。年齢層は幅広く、色々な立場、経験や考え方を持った人々が集まっていた。 

 
Maesotに到着後すぐにタイ・ビルマの国境となっている川を見に行った。頭の上には川を越え、

正式に二国間を行き来するための立派な橋がかかっていたが、利用する人は少なく、手漕ぎのド

ーナツ型をしたゴムボートに 5,6 人で相乗りし、不法に国境を渡っている人の方がよほど多いよ

うに見えた。私たちが見学していたのは 20分ぐらいの短い時間だったが、数十名が行き来をして
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いたし、子供が川に飛び込みをして遊んでいたり、川べりで洗濯をしていたりと、この河川が国

境だとは言われても信じられないような光景が広がっていた。日中は働くためにタイに来て、夕

方にはビルマの家に帰る、という人も多く、一見普通の（同一国内の）隣町のような距離感。し

かし、そのような人々は不法労働者であるために給料の不払いや突然の解雇などにあっても助け

を求めることができない。実際 Maesot ではタイ人の雇用者とビルマ人の労働者間のトラブルが

しばしば起こっているようだ。人々の距離は近いようでとても遠いのかもしれない。 

 
その後ビルマにおける政治囚の解放を訴えている人権団体（AAPP）を訪れ、元政治囚の方か

らお話を伺うことができた。資料館には政治囚となっている方々の写真、政治囚が入れられてい

る刑務所の模型、ビルマで行われたデモの様子を写した写真の他に、政治囚か刑務所内で日常的

に受けていた拷問の様子を再現した写真があった。実際にご自身がどのような拷問を受けたか経

験を話して下さった。写真はアブグレイブ刑務所で米軍が行っていた囚人への拷問ととてもよく

似ていた。ビルマはもちろん、他にも様々な国でこのような人権侵害が繰り返されている。 

 
3 日目に訪れたメータオ・クリニックは私が想像していたよりもとても大きな施設だった。も

ちろん設備や医薬品は足りないそうだが、広い土地にいくつもの建物が雑然と並び、多くの患者

さん、付き添いの家族、敷地内で暮らしている人がいて、スタッフとの距離も近いようで、日本

の病院の閉鎖的な雰囲気とは全く違い、ある種の活気さえ感じられた。 

 
後日のシンシア先生との座談会で、メータオクリニックのスタッフの喜びは新しい命の誕生す

る瞬間である、と仰っていた。しかし、現状では生まれた子供皆にいい環境が整っているわけで

はない。いつか全ての命の誕生を手放しで喜べる日は来るのだろうか。 

 
クリニックのすぐそばに暮らすビルマ人画家のMaung Maung Tinnさんにお会いしたことは

私の中でとても印象的だった。小柄で優しそうで、とても謙虚、非常にソフトな印象の男性なの

だが、彼の絵が見る人に訴えかける力の強さには衝撃を受けた。とても繊細なタッチで、人々の

置かれている理不尽な状況や生活の苦しさを決して誇張するのではなく、ビルマで暮らす人の日

常のワンシーンが淡々と描かれているかのように見える。そしてそこに添えられる扇情的ではな

い、しかし強い意志を持ったキャプション。全てが合わさって、今も私の心を揺さぶっている。 

 
他にも学校保健セレモニーの見学、カレン女性会や移民学校の訪問、おいしい料理など、書き

きれないほどの充実したツアーであった。 

 
JAM のスタッフの皆さんのおかげで、訪問先ではどこも温かく迎えてくださったが、そこの

人々の置かれている状況もよく分かってない自分が足を運び、人々の日常をじろじろと観察、的

を射ていないであろう質問をし、そして「Thank you」といって去っていくことにツアー中ずっ

と違和感が拭えなかった。せめて事前にもう少し勉強をしていけば、表面的なことだけでなくも

っと色々なことを知ることができたのではないかと思い後悔したが、ツアーを入り口にして関心

をもつ、という順番でもいいのかもしれない。それがシンシア先生が仰っていたように継続的な

ものでありさえすれば。まだ学生である私には具体的な支援は難しいが、慌しい日常を理由にこ

のツアーを通して感じたことから目を背けず、自分なりの関わり方を模索していきたいと思う。 

 

最後になってしまいましたが、ツアーの最初から最後までツアーがスムーズで実り多いものに

なるように気を配ってくださった岡谷さん、医療設備の整った日本から全く勝手の違うであろう

メータオクリニックに派遣されてからまだ数ヶ月だというのが信じられないほどメータオクリニ

ックのスタッフ・患者さんに受け入れられていて、現地のマナーも何も分からない私たちに笑顔

で丁寧に説明をしてくださった田辺さん、専門的なことを分かりやすく教えてくださった小林先

生をはじめ、JAMのスタッフ皆様に心より御礼を申し上げます。 
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編集後記 

 

うさぎのつむぎちゃんのつぶやき 

 

えーっと、皆様、はじめまして。うさぎのつむぎです。 

つむぎは、メータオ・クリニックに行ったことありません。 

うさぎやし・・・ 

でも、つむぎの飼い主さんは、ＪＡＭスタッフやし、 

周りのスタッフさんも、つむぎにいろいろ教えてくれはります。 

つむぎも、毎月会報を読んだり、現地スタッフのブログも見てますけども、 

今月のみんなの感想レポートを読ましてもろて改めて色々考えさせられましたなぁ。 

いつか、つむぎもメータオ・クリニック、行ってみたいなぁ。 

 

 

 

 

 

次号の予定 
 

次号の JAMの会報は、１０月中旬ごろ発行の予定です。 

ホームページは、随時更新していきますので ぜひ、お時間があるときにご覧くださ

い。 

 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

メータオ・クリニック支援の会   Japan Association for Mae Tao Clinic（JAM） 

日本事務局宛て E メール： support@japanmaetao.org 

ホームページアドレス： www.japanmaetao.org 

※掲載されている全ての内容、文章の無断転載を禁止します。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
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